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南筑後普及指導センター管内は、県の作付面積の約 30％を占める大豆の産地で

す。しかし、近年、大豆の収量が低迷しており、その原因の一つとして播種の遅れと

乾燥害が挙げられます。そこで、大豆の収量向上のため、適期播種や乾燥害軽減に有

効な「部分浅耕一工程播種」の普及・拡大を進めています。 

 その一環として、６月末から７月中旬にかけて管内各 JA と連携して、柳川市、み

やま市、大木町で大豆の「部分浅耕一工程播種」の実演会を実施し、農家や関係機関

併せて約 50 名が参加しました。実演会では、部分浅耕一工程播種に用いる浅い爪を

セットしたロータリーを見ながら、本技術の効果や浅い爪の配列の仕方、耕起深度・

播種深度の調整方法について、説明を行いました。 

参加者からは、「今年、初めて行うつもりだが、爪の配列を見たかったので、見れて

良かった。」「実際の播種の様子やポイントを確認できた。」等の声が聞かれました。 

普及指導センターは、これからも関係機関と連携しながら、大豆の収量向上による

永続的な担い手の育成に取組んでいきます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実演会のようす 


